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慢性複 雑性尿路感染症に対す るCeftazidime (SN401)の 使用経験
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新合成セファロスポ リン系抗生物質Ceftazidime (CAZ, SN401)を 慢性複雑性尿路感染症に使

用 し,そ の有効性,安 全性を検討 した。

患者は,1981年5月 より12月 まで佐賀医科大学附属病院と佐賀県立病院好生館泌尿器科に入院

した12例 であ り,尿 路に基礎疾患を有し慢性複雑性尿路感染症と診断された者である。1日19

または2gを2回 に分割し静脈内に5日 間連続投与した。

臨床効果はUTI薬 効評価基準によると著効1例,有 効6例,無 効1例 であ り総合有効率は88%

であった。細菌学的には9株 中8株 消失 し消失率89%で あ り,S.faecatisの み存続した。副作用

はBUN, GOTが 軽度に上昇 したほかは認められなかった。

以上よりCAZは 慢性複雑性尿路感染症において有用性のある薬剤であると考えられた。

新 合 成 セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 系 抗 生 物 質Ceftazidime

(CAZ, SN401)は,英 国Glaxo社 に よ り開 発 され,Fig.

1の よ うに ア ミ ノチ ア ゾ ール 基 を もつ 構 造 を 有 し て い

る。 本剤 は,グ ラム陽 性 菌 お よび グ ラム 陰性 菌 に 対 し広

範 な抗 菌 スペ ク トラム を有 し,特 に 従 来 の セ フ ェ ム系抗

生物 質 よ りSerratia,緑 膿 菌 を 含 む グ ラム陰 性桿 菌 に

強 い抗 菌 力 を 示 して い る。 また 動 物 実験 に おい て優 れ た

感 染防 御 効 果 を 示 し,腎 毒 性 を 含 め た安 全 性 はCephal-

othin (CET)と ほぼ 同等 であ る。 ま た,本 剤 は 静 脈 内

投 与 に て高 い血 中 濃 度 が得 られ,未 変化 体 の ま ま尿 中 に

ほ とん ど排 泄 され るこ とが判 明 して い る1～3)。

以上 の よ うな 基 礎的 成績 を 踏 まえ,慢 性 複 雑 性 尿 路感

染症 に対 す る本 剤 の臨 床 効 果 お よび 副 作用 に つ い て 検 討

した の でそ の成 績 を報 告 す る。

Fig.1 Chemical structure of CAZ

I. 投与 対象,投 与方法および臨床効果判定

投与対象は尿路に基礎疾患を有する慢性複雑性尿路感

染症の患者 とした。佐賀医科大学附属病院および佐賀県

立病院好生館の泌尿器科における1981年5月 より12月

までに入院した12例 である。

投与方法は,1日1g または2gを 朝夕2回 点滴静注

あるいはone shot静 注 し,5日 間連続投与とした。

臨床効果の判定は膿尿,細 菌尿を指標とするUT〓 薬

効評価基準(第2版)4)に 従 い行なった。膿尿は正常化,

改善,不 変の3段 階に,細 菌尿は陰性化,減 少,菌 交

代,不 変の4段 階に判定した。自他覚的副作用の有無を

観察し,末 梢血,血 清生化学などの臨床検査値に及ぼす

影響をみた。主治医の判定 として臨床効果は,著 効,有

効,や や有効,無 効,不 明を,有 用性は非常に満足,満

足,ま ずまず,不 満,非 常に不満を記載した。

II. 成 績

CAZ投 与症例 は12例 で,男 性11例,女 性1例で

年齢は62歳 から73歳 まで平均66.3歳 であった。疾

患の内訳は慢性複雑性膀胱炎8例,慢 性複雑性腎孟腎炎

4例 であった。基礎疾患は膀胱腫瘍や前立腺癌などであ

った。投与量はl日2gが10例,1gが2例 であった。

UTI薬 効評価基準で臨床効果判定ができた症例は8

例であった。総合臨床効果は,著 効1例,有 効6例,無

効1例 であ り有効率は88%で あ った。膿尿に対する効

果は正常化2例,不 変6例 であり,細 菌尿に対する効果

は陰性化6例,菌 交代1例,不 変1例 であった(Table

1)。

細 菌 学 的 効 果 を検 討 す る と,P.aeruginesa 2株,S.

faecalis, K.pneumoniae, E.agglemerans. P.mira-

bilis, P.vulgaris, P.maltophilia, A.anitratus各1

株 の 計9株 が 分離 され,S.faecalisが 存 続 したほかはす

べ て消 失 し消 失 率 は89%で あ った(Table 2)。菌交代
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Table 2 Bacteriological response to CAZ

として Candida が投 与後出現 した。

自他覚的副作用および臨床検査値について本剤投与全

12例 について検討したが副作用はみられなかった。症

例1でBUNが17.3mgldlか ら20amg/dlへ,ま た

症例2でGOTが49Uか ら53Uへ 上昇 したが主治医

は本剤と関係あるかもしれないとしていた(Table3)。

主 治医の臨床効果判定は,著 効2例,有 効7例,や や有

効1例,不 明2例 であり,有 用性の判定は,非 常に満足

を100と す ると平均61と なり,満 足とまずまずの中間

であった。

III. 考 按

セフェム系抗生物質は,抗 菌スペクトラムの広さ,抗

菌力,副 作用の面で現在感染症治療薬の主流を占めてき

ている。近年その開発は目覚しいものがあり, Cefotaxi

me(CTX)5), Ceftizoxime(CZX)6), Cefoperazone(C

PZ)7), Latamoxe`(LMOX)4), Cefmenoxime (CMX) 9) 
,

Cofotetan(CTT)10)な どが あ る。 われ われ も これらの

薬 剤 に つ い て検 討 して きた 。

尿 路 感 染症 の 起 炎 菌 の 変遷 をみ る と,九 州大学泌尿器

科 入 院息 者 由来 株 では,P.aeruginosaは 減少 している

がSerratiaは 著 明 に増 加 し,P.aeruginosa以 外のブ

ドウ糖 非 発酵 グラ ム陰 性桿 菌(非 発酵 菌)が 増加 してい

る。 セ フ ァ ロス ポ リン系 薬剤 に対 す る感受 性をみると,

Enterobacter, Serratia, P.aeruginosa ,P.cepatia

に は ほ とん ど無 く, Proteussp.に は 低度, E,coliに は

高 度 感受 性 を 示 した11)。CAZは 基 礎 的研 究に よりSer

ratia,Proteus sp, P.aerginosaや 非 発酵菌 に 対し

て 著 明 に優 れ た 抗 菌 力 を示 して い た1.2)の で臨床効果が

期 待 で き た。 実 際 に 使 用 して み る と起炎 菌の9株 中8株

が 消失 し消 失 率 は89%で あ り,他 剤 の成績, CTTの

784%, CTX, CZXの80%, LMOXの87%よ り優

れ て い た。 しか し グ ラム陽 性 菌 に対 す るMICは 高かっ

た が,今 回 の 症 例 で も S.faecalisが 存 続 したことは注

意 す る必 要 が あ る 。

臨床成績を比較すると,症 例数や疾患構成が異なるた

め,一 概にはいえないが,総 合有効率 では, CTTの

52%, CPZの56%, CTXの58%, CZXの74%と

比べ本剤は88%と 近年開発されたセブエム系抗生剤の

中で最も良かった。

副作用は,自 他覚的なものは無かったが,臨 床検査値

で,主 治医が本剤と関係があるか も知 れない とした

Table 3 Laboratory findings before and after treatment of CAZ



VOL.31 S-3
CHEMOTHERAPY 613

BUNとGOTの 軽度上昇例が1例 ずつみられたが重篤

なものでは無かった。 しかし今回の投与期間が5日 間と

短期間であったので長期ではさらに観察が必要であると

考えられた。総合的には主治医の有用性判定では,満 足

とまずまずの中間であったが,今 回の臨床経験から少数

例ではあったが慢性複雑性尿路感染症には有用な薬剤 と

考えられた。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFTAZIDIME (SN401) IN CHRONIC 

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

SEIICHI NAKAMUTA, TSUKASA SOEJIMA, TOKUO KINOSHITA 

ATSUSHI IGUCHI, ZENJIRO MASAKI and joicm KUMAZAWA 

Division of Urology, Department of Surgery, Saga Medical School 

SHINICHI NAGATA and YING FAI CHAN 

Division of Urology, Saga Prefectural Hospital

Ceftazidime (CAZ, SN401), a new synthetic cephalosporin was administrated to 12 hospitalized patients 
with diagnosed chronic complicated urinary tract infections at 1 g'or- 2 giday intravenously for 5 days. 

Clinical evaluations were made in 8 patients according to UTI criteria, as excellent in 1 patient, 
moderate in 6 patients and poor in 1 patient. 

Bacteriologically, 8 strains out of 9 strains were eradicated but S. faecalis persisted after the treatment
with CAZ. 

No side effects due to this drug were noticed in any patient.


